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Ｑ：高齢者の転倒・転落事故が増えていると聞いたのですが。
Ａ：消費者庁では、高齢者の事故防止の取り組みを進めるため、高齢者の事故の状況

について東京消防庁「救急搬送データ」を基に高齢者の事故の状況について分析を
行ったところ、65歳～69歳の年代から、年代が上がるにつれて搬送者数が増加す
るとともに、「中等症」以上の割合も増えており、危害の程度も重くなりやすい傾
向が見られました。

　　高齢者は加齢による身体機能の低下、特定の疾患（脳卒中の後遺症、認知症、パー
キンソン病、視力障害など）や服用している薬の副作用など、転倒・転落を起こし
やすい危険因子を数多く持っています。家族や親戚、近隣、地域のかたなど高齢
者の身近にいるかたがたが理解し、意識することで防ぐことができます。

　消費者庁では、高齢者の事故防止の取り組みを進めるため、厚生労働省「人口動態調査」の調
査票情報及び東京消防庁「救急搬送データ」を基に高齢者の事故の状況について分析を行いまし
た（2018年 9 月12日 Release）。2017年（2017年 9 月13日 Release）にも同様な報告と呼びかけを
行っています。家族や親戚、近隣、地域のかたなど高齢者の身近にいるかたがたが理解し、意
識することで防ぐことができます。
　高齢者は加齢による身体機能の低下、特定の疾患（脳卒中の後遺症、認知症、パーキンソン
病、視力障害など）や服用している薬の副作用など、転倒・転落を起こしやすい危険因子を数
多く持っています。また、高齢者は持病等により、服用している薬も複数になりがちですが、
睡眠薬、高血圧薬、糖尿病薬などには、副作用としてふらつき、立ちくらみ、転倒などが起き
やすくなるものがあります。薬を飲んだ後にこれらの副作用が現れる方は、主治医に相談して
みましょう。副作用が起きにくい薬に変更したり、薬の量を減らしたりしてもらえる場合があ
ります。
　それらのリスクを理解せずに、「いつもやっているから大丈夫」、「まだ若いから大丈夫」といっ
た過信や油断により行動すると、事故の原因になります。高齢者に特徴的な身体の状態を正し
く認識、把握しておくことが重要です。
　特に筋力やバランス機能などの身体機能は高齢になるほど低下するため、つまずきやふらつ
きが多くなり転倒するリスクが高まります。筋肉や骨などの機能を維持するには、ふだんから
のバランスのよい食事と運動の習慣も重要です。日頃から、動ける範囲でこまめに身体を動か
す習慣をつけ、体力測定などで自分の体力の変化を確認するようにしておきましょう。

【　高齢者の介護が必要となる原因　】
　厚生労働省「国民生活基礎調査（平成28年）」によると、高齢者の介護が必要となった原因とし
て、「骨折・転倒」は、「認知症」、「脳血管疾患」、「高齢による衰弱」に次いで、 4 番目に多い原因と
なっており、事故によるものでは一番大きな原因となっています。

高齢者の転倒・転落事故が増えています
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図 1 . 高齢者の介護が必要となった主な原因（平成28年）

【　高齢者の転倒・転落事故による救急搬送者数　】
　発生している事故の傾向を見るため、死亡に至らないまでも、救急要請された事故に関する
情報として、東京消防庁管内における高齢者の転倒・転落事故による救急搬送者数を年代別に
人口10万人当たりで見ると、65歳～69歳の年代から、年代が上がるにつれて搬送者数が増加す
るとともに、「中等症」以上の割合も増えており、危害の程度も重くなりやすい傾向が見られま
す。

図 2 . 転倒・転落事故による年代別救急搬送数（平成28年）

【　参考資料　】
1）　消費者庁ホームページ　（http://www.caa.go.jp/）
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